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Gated rotaxanes incorporating dynamic covalent bonds at the gating site allow precise 

control of shuttling. We have been investigating the development of functional molecular 

shuttles using the selenenyl sulfide (Se-S) bond as a dynamic covalent bond for the gating 

function. Here, we report the design and synthesis of a rotaxane with three recognition sites on 

the axial molecule and two orthogonal dynamic covalent bonds, Se-S and imine bonds, at the 

gateing site. 
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動的共有結合をゲート上に配置したゲート付き分子シャトルでは、ゲートが外部刺

激により解離平衡状態となり、環がゲートをすり抜けて移動する。最近の例として、

ジスルフィド(S-S)結合とイミン結合の 2 種類の動的共有結合を用いたゲート付きカ

テナンが報告されている 1)。しかし、S-S 結合を用いた場合、非対称構造の維持が困

難という問題点がある。以前に我々は、セレネニルスルフィド(Se-S)結合が動的共有

結合として機能することを見出し、Se-S 結合とイミン結合という 2 種類のオルトゴ

ナルな動的共有結合をゲート部位に有するロタキサンの合成検討について報告して

いる 2)。今回、目的のゲート付きロタキサンの合成を達成したので報告する。 

軸分子上に 3 つの相互作用部位を有し、ゲート部位として Se-S 結合とイミン結合

をもつロタキサンを設計・合成した。ロタキサンのユニット A は、Se-S 結合を通じ

たエンタリング法により構築した。続いて、第二級アミンの Boc保護を行った後、ユ

ニット Bを縮合反応によって連結し、Boc基の脱保護と環の移動、およびユニット C

の構築を同時に行うことで、目的のゲート付きロタキサンを合成した。 
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